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「
秋
中
14
日
会
」
が
四
月
十
四

日
、
土
崎
学
区
「
汀
友
会
」
が
当

番
幹
事
で
、
新
宿
小
田
急
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
・
サ
ザ
ン
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

を
会
場
に
十
八
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
た
。

同
会
は
、
首
都
圏
に
在
住
す
る

昭
和
二
十
一
・
二
十
二
年
卒
の
同

期
の
桜
の
集
い
で
あ
る
。
昨
年
か

ら
今
年
の
一
年
間
に
十
二
名
を
数

え
る
物
故
者
を
出
し
、
黙
祷
を
捧

げ
た
。

舘
山
俊
治
君
の
開
会
の
挨
拶
に

続
き
和
田
明
常
任
幹
事
が
経
過
報

告
。
野
口
力
君
の
乾
杯
の
音
頭
。

六
十
余
年
振
り
初
参
加
の
諸
橋
達

雄
君
は

弁
舌
も

爽
や
か
。

ほ
と
ん

ど
毎
年

の
よ
う

に
仙
台

か
ら
馳

せ
参
ず

る
小
西

忠
邦
君

は
、
今

や
社
交

ダ
ン
ス

の
名
手

（
迷
手
）と
自
称
。
加
藤
日
出
男
君

は
、
今
年
「
若
い
根
っ
こ
の
会
」

創
立
五
十
五
周
年
の
目
出
度
い
年

を
迎
え
た
。
同
輩
一
同
は
彼
に
対

し
、
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
し

激
励
を
贈
る
。

宴
も
終
盤
に
近
づ
き
、
土
田
和

典
君
が
会
計
報
告
。
校
歌
と
県
民

歌
を
斉
唱
の
あ
と
、
写
真
撮
影
担

当
は
金
沢
祐
吉
君
。
最
後
に
閉
会

の
挨
拶
を
述
べ
て
終
宴
と
な
っ
た
。

（
佐
藤
菊
夫
）

昭
和
二
十
六
年
卒
同
期
会
平
成

二
十
年
度
関
東
地
区
会
総
会
は
、

六
月
二
日
、「
土
風
炉
」
神
田
店

で
、
二
十
二
人
が
出
席
し
て
開
か

れ
た
。

冒
頭
、
こ
の
一
年
間
に
物
故
し

た
二
名
に
黙
祷
。
秋
田
か
ら
参
加

の
真
島
羊
二
君
の
秋
田
近
況
紹
介

な
ど
の
あ
と
懇
談
に
入
っ
た
。

半
数
以
上
は
喜
寿
に
達
し
た
年

代
で
あ
る
が
皆
元
気
、
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
を
語
り
合
っ
た
。
最
後
に

オ
ペ
ラ
歌
手
渡
辺
幸
雄
君
の
音
頭

で
校
歌
、
校
友
会
歌
を
斉
唱
、
来

年
の
再
会
を
約
し
散
会
し
た
。

平
成
二
十
年
の
同
窓
会
秋
田
市

役
所
支
部
羽
城
会
総
会
は
、
一
月

十
一
日
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
た
。

当
日
は
約
二
百
十
人
が
参
加
。

十
九
年
度
決
算
、
二
十
年
度
予
算
、

役
員
改
選
な
ど
に
つ
い
て
審
議
・

承
認
さ
れ
、
新
会
長
に
木
内
鑛
生

氏（
昭
和
四
十
三
年
卒
）、
副
会
長

に
豊
嶋
司
氏（
昭
和
四
十
四
年
卒
）

を
選
出
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
今
泉
亜
希
子
氏

（
平
成
十
年
卒
）が
ピ
ア
ノ
演
奏
を

披
露
。
新
入
会
員
十
四
名
の
紹
介

で
は
、
ひ
と
り
一
人
が
壇
上
に
あ

が
っ
て
挨
拶
し
た
。

恒
例
の
校
歌
斉
唱
は
、
紫
紺
の

鉢
巻
き
に
白
手
袋
姿
の
小
熊
伸
司

氏（
昭
和
四
十
九
年
卒
）の
リ
ー
ド

で
全
員
が
声
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
、

最
後
は
鎌
田
修
悦
市
議
会
議
員

（
昭
和
三
十
九
年
卒
）の
乾
杯
で
締

め
ら
れ
た
。

昭
和
三
十
三
年
卒
の
「
秋
高
二

Ｆ
会
」
は
、
昭
和
四
十
七
年
秋
に

発
足
、
以
来
毎
年
の
よ
う
に
開
い

て
き
て
い
る
。

今
年
は
一
月
二
十
六
、
二
十
七

日
に
大
仙
市
の
強
首
温
泉
郷
「
樅

峰
苑
」
で
、
恩
師
の
杉
田
宏
先
生

を
囲
み
、
十
二
人
が
参
加
し
て
開

い
た
。

駅
前
校
舎
柔
道
場
に
隣
接
し
た

二
つ
の
教
室
、
そ
の
う
ち
の
一
つ

が
二
年
Ｆ
組
。
離
れ
小
島
の
よ
う

な
場
所
で
勉
強
し
た
一
年
。
同
級

生
た
ち
が
強
い
絆
と
な
っ
て
結
ば

れ
た
。
そ
の
当
時
の
思
い
出
な
ど

を
語
り
合
っ
た
一
夜
は
あ
っ
と
い

う
間
に
朝
を
迎
え
た
。

来
年
は
千
秋
公
園
で
、
あ
の
当

時
の
子
供
た
ち
と
孫
を
も
ま
じ
え

て
「
花
見
の
会
」
を
催
す
こ
と
を

誓
い
散
会
し
た
。（

宮
崎
林
次
郎
）
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亡
き
友
を
偲
び

生
あ
る
友
愛
す

首
都
圏
秋
中
14
日
会 昭和21・22年卒

22人が人生を語り合う
昭和26年卒同期関東地区会

木
内
鑛
生
氏
を

新
会
長
に
選
出

秋
田
市
役
所
羽
城
会

離
れ
小
島
で

結
ば
れ
た
絆

秋
高
二
Ｆ
会


